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9月15日から老人福祉週間

市
内
の

高
齢
者

長寿をお祝い

柴
田
さ
ん
（
9
6
歳
）
ら
9
人

さ
る
九
月
二
日
、
敬
老
の
日
に
先

が
け
て
池
本
市
長
は
、
九
十
六
歳
の
柴

田
晋
平
さ
ん
（
木
幡
大
瀬
戸
十
二
番
地
）

と
、
同
じ
く
九
十
六
歳
の
柳
田
イ
マ
さ

ん
（
木
幡
西
浦
十
七
番
地
の
Ｉ
）
を
訪

問
、
記
念
品
の
毛
布
を
贈
り
、
長
寿
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。
（
上
の
写
真
は
。

カ
タ
ジ
ャ
ク
た
る
柴
田
晋
平
さ
ん
。
下

の
写
真
は
、
に
こ
や
か
で
、
も
の
静
か

な
柳
田
イ
マ
さ
ん
）

市
長
は
、
初
め
に
木
幡
大
瀬
戸
に
お

住
ま
い
の
柴
田
晋
平
さ
ん
（
明
治
二
十

年
四
月
十
一
日
生
）
を
訪
問
。
柴
田
さ

ん
は
、
最
初
は
技
術
者
、
の
ち
に
は
教

師
と
し
て
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
経
歴
を
お

持
ち
の
か
た
で
す
。
若
い
頃
は
天
真
流

の
剣
士
と
し
て
活
躍
し
、
今
な
お
背
筋

を
ピ
ン
と
の
ば
し
た
姿
勢
は
、
カ
タ
ジ

ャ
ク
そ
の
も
の
。
テ
レ
ビ
も
国
会
中
継

を
好
ま
れ
る
な
ど
、
硬
骨
な
お
人
柄
を

漂
わ
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
健
康
法
は
、

庭
の
手
入
れ
と
詩
吟
と
か
。
お
別
れ
に

詩
吟
で
「
江
差
追
分
」
を
力
強
く
吟
じ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
お
訪
ね
し
た
の
は
、
木
幡

西
浦
に
お
住
ま
い
の
柳
田
イ
マ
さ
ん

（
明
治
二
十
年
四
月
三
十
日
生
）
で
す
。

柳
田
さ
ん
は
、
座
敷
に
き
ち
ん
と
正
座

し
て
市
長
を
待
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

対
談
中
も
。
細
か
な
気
遣
い
を
し
て
く

だ
さ
り
、
や
さ
し
く
、
も
の
静
か
な
お

姿
に
は
、
古
風
な
女
性
ら
し
さ
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
長
の
、
「
今

度
は
、
百
歳
の
お
祝
い
に
寄
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
励
ま
し
の
こ
と
ば
に
、

に
こ
や
か
に
う
な
ず
い
て
、
答
え
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
で
は
、
九
十
六
歳
の

渋
谷
キ
ヌ
さ
ん
（
広
野
町
西
裏
）
、
木

谷
な
を
さ
ん
（
小
倉
町
南
浦
）
、
辻
川

ア
イ
さ
ん
（
菟
道
池
山
）
、
前
西
さ
だ

さ
ん
（
宇
治
山
本
）
、
九
十
五
歳
の
左

ハ
ツ
さ
ん
（
宇
治
妙
楽
）
、
木
口
光
造

さ
ん
（
開
町
）
、
粂
田
そ
の
さ
ん
（
菟

道
山
田
）
の
み
な
さ
ん
に
、
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
し
た
。
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お年寄よりに愛と思いやりを

市
長
が

敬
老
訪
問
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寝
た
き
り
老
人
の
一
時
保
護
は
・
・
・
。

　
　
　
　
市
で
は
、
昭
和
五
十
六
キ
六

月
か
ら
在
宅
寝
た
き
り
老
人
短

期
保
護
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
あ
な
た
の
よ
う
に

家
庭
で
寝
た
き
り
老
人
を
介
護
さ
れ
て

い
る
家
族
が
。
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
た
め
介
護
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

に
、
そ
の
お
年
寄
り
を
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
一
時
的
に
保
護
す
る
制
度
で

す
。た
だ
し
、
そ
の
お
年
寄
り
に
伝
染
性

疾
患
が
あ
っ
た
り
、
ホ
ー
ム
の
他
の
入

所
者
に
迷
惑
を
か
け
る
お
そ
れ
が
あ
っ

て
、
入
所
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
保
護
の
対
象
と
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
福
祉
課
老
人
福

祉
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入

所
費
用
は
生
活
保
護
世
帯
の
場
合
を
除

き
、
一
日
千
三
百
円
（
食
費
）
が
い
り

ま
す
。

きょうから始まります。日本人の寿命も延び、

うとしています。急速に到来した高齢化社会を

ｔきがいを感じ、社会的にも意義ある生活が送

5世代の市民が自らの問題として考えなければ

いるのではないでしょうか。今日、お年寄り自

5問題は多いものと思われます。そこで、ここ

いる福祉施策のー部を、問答形式でお知らせし

市
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
…
。

市
の
在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
　

入
診
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
お
ふ

ろ
に
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
在

宅
の
寝
た
き
り
老
人
に
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
お
ふ
ろ
に
入
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

去
年
の
四
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
入
浴
施
設

を
そ
な
え
た
病
院
に
委
託
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
が
、
利

用
回
数
は
月
二
回
以
内
と
な
っ
て
い
ま

す
。申
請
書
は
、
福
祉
課
老
人
福
祉
係
に

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も
申
請
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

ぜ
ひ
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

老
人
の
入
院
費
用
に
つ
い
て
…
。

答 こ
と
し
の
二
月
一
日
か
ら
老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
、
医
療
を
受
け
る
人
は
一
部
負
担
金
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
場
合
は
、
現
在
通
院
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
Ｉ
ヵ
月
に
四
百
円
支
払

わ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
も
し
。

あ
な
た
が
入
院
さ
れ
た
場
合
、
一
丿
三

百
円
、
二
ヵ
月
を
限
度
と
し
て
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
被
用
者

保
険
本
人
の
場
合
は
、
五
十
日
が
限
度

で
す
。
入
院
し
て
一
部
負
担
金
を
支
払
う
期

間
の
二
ヵ
月
と
は
、
入
院
日
か
ら
入
院

日
の
翌
々
月
の
入
院
の
日
の
前
日
ま
で

の
間
で
す
。
た
と
え
ば
、
十
月
七
日
に

あ
な
た
が
入
院
さ
れ
た
と
し
ま
す
と
、

十
二
月
六
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
計
算

し
ま
す
と
、
三
百
円
×
六
十
一
日
＝
一

万
八
千
三
百
円
を
支
払
う
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
以
後
の
一
部
負
担
金
は
支
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

痴
ほ
う
性
老
人
の
一
時
保
護
は
…
。

あ
な
た
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

よ
う
に
自
分
の
家
族
や
知
人
を

ま
ち
が
え
る
の
は
相
当
す
す
ん

だ
痴
ほ
う
状
態
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
在
宅
の
痴
ほ
う
性
老
人
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
病
気
や
冠
婚
葬

専用バス時刻表

宇治病院前 11124530 125535

専売公社住宅前バス停 12 4833 125838

木幡山手町 111250123512 0040

木幡バス停 125237 22 0242

御蔵山参道バス停 125439 22 0444

御蔵山商店街入口 1257124212 0747

桐ケ丘（梅垣パン店前）12：00

能勢医院前 12
4012：20
30

林屋製茶前 12
4312：23
33

木幡郵便局前 11124512：2535

木幡公民分館前 1112
4712：27
37

永谷宗園前 12
5012：30

40

笠取小学校 12：00

中御蔵山本通り（アパート白水苑前）12：0012：30

中御蔵山本通り（本田さん宅前）12：0312：33

専用バス時刻表

東目川（中西紙業前）
11：4012：20

任天堂前 11：4812：28

西目川公民分館前 11：4512：20

紫ヶ丘団地
（5の通り）

11：4712：22

堀池郵便局前 11：5012：25

小泉米穀店前 11：5212：27

農協横島支所前 11：4512：20

北宇治中学校前 11：4712：22

谷川設計事務所前
11：5012：04
12：2512：34

三軒家公民分館前 12：0012：30

巨椋神社前 12：0212：32

専用バス時刻表

宇治養護老人ホーム 11：30

明星町入口 12：0012：30

三室戸寺口 12：0212：32

府道三室戸 12：0012：30

森本バス停 12：0212：32

新田 12：0512：35

許波多神社前 12：0012：30

岡屋小学校 12：0212：32

東岡屋集会所 12：0712：37

宇治菟道郵便局前 12：0012：30

福角ショッピングセンター前12：0312：33

南部公会堂 12：00

明星保育園前 12：30

こ
と
し
も
、
市
で
は
長
い
間
社

会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
お
キ
寄
り

の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
市
内

六
会
場
で
敬
老
会
を
開
き
ま
す
。

敬
老
会
に
来
場
し
て
い
た
だ
け

る
の
は
、
大
正
ニ
キ
九
月
十
六
日

以
前
に
生
ま
れ
た
満
七
十
歳
以
上

の
人
で
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
、

は
が
き
で
日
時
や
会
場
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

敬
老
会
会
場
で
は
、
午
後
一
時

か
ら
の
式
典
後
、
民
謡
や
お
ど
り

敬老会にご参加を

バスの送迎もあります

9月11日から6会場で

巡
回
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、

混
雑
し
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
間
の
バ
ス
に
ご
乗
車
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
乗
車
の
際
、

市
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。敬

老
祝
金
を
支
給

敬
老
祝
金
は
、
九
月
十
五
日
現

在
満
七
十
歳
以
上
で
、
今
キ
の
Ｉ
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お年寄りのための

福祉施策6問6答

敬
老
特
集

答
簡
言
生
沢
吻
母
親
が
寝
だ
参

り
の
状
態
で
一
～
私
か
毎
甘

ｔ
話
1
糾
で
お
泰
東
光
三

晋
賃
．
診
昨
診
持
嫁
畏
朧

屡
竃
報

1
4
京
極
率
Ｉ
⑨
頌

蜃
⑥
た
い
の
で
す
が
回
主
大
］
の
毎
万

剱
1
弩
が
痢
が
紋
服
に
琵
妙
奥

本
吉
賄
・
私
誓
簒
良
訟
陽
刄

礁
か
町
血
天
然
母
膨
の
1
噺
転

じ
で
’
に
訟
蔭
ぼ
か
お
水
松
蝉
1
藍

柴
年
で
し
量
胆
町
示
「
竃
往
言

問
…
…
私
の
家
に
は
ぐ
寝
た
ぎ

り
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
｛
～

、
ま
す
。
寝
た
ぎ
り
に
な
Ｉ

・
た
頃
は
言
私
が
鰍
い
で
蓼
ぶ
ぷ
に
大

　
、
゛
一
¨
Ｉ
Ｉ
’
…
…
…
…
一
。
“
．
Ｅ
ａ
。
ｉ
Ｉ
．
Ｉ
‥
『
。
’
‥
‘
Ｉ
．
『

｛
入
翁
て
い
ま
し
た
ぐ
お
ぱ
あ
ぢ
筒

元
の
体
な
動
き
に
ぐ
泰
な
ｍ
｛
熟

余
重
べ
大
拓
乱
心
髄
を
素
亮
一
～
一
一

・
’
、
。
1
5
一

息
ｙ
ぼ
敵
影
糾
を
葉
彩
鉛
和

…
…
梁
一
三
｛
ヤ
々
首

じ
て
い
ま
ず
。
大
串
治
市
が
寝
た
祭

り
老
人
の
入
浴
サ
千
彗
奮
さ
穆
。

価
脈
影
鉛
蕗
糾
に
琵
俗
形
紆

・

蘇
縁
談

一
］
皿

一
一1

1 1
1
1

・
作
｛

・

作
｛
｛

油 問

言
言

脱
誤
脱
宍

1
冪
笹
鉱
ぼ
が
雁
右
酎
お
じ
が
態

Ｉ
追
啓
～
一
亘
加
聾
一
｛
．
一
・
．
．

・ ．
’
Ｉ
・
．
縦
組
1
1
刹
蕃

朧
朧
脱

胆
綴
綴
京
毒

答

一
…
…
問

…
…
…
‥
、
…
…
…
…
私
の
家
の
．
お
ぱ
あ
ち
タ

え
は
老
入
特
有
の
痴
ぼ
蚤

証
拠
茫
剔
ぐ
か
ヴ
…
…
…
で
斟

凛
し
迦
。
最
近
で
は
ご
家
族
や
無

人
を
ま
ち
が
え
＆
は
Ｉ
に
ず
す
ん
Ｉ

答

9月18日
東宇治中学校

9月15日
西小倉中学校

9月11日
御蔵山小学校



市宇1台
（3）第641号

ことしも敬老会が1

人生八十年代に入ろ・

迎えて、お年寄りｔＨ

れるように、あらゆ；

ならない時期にきて1

身や家族が抱えてい；

では宇治市が行って1

ます。ご活用くださ1

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
に
つ
い
て
…
。

し
び
れ
て
十
分
な
介
護
が
で
き
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

き
ま
し
た
が
…
…
。

宇
治
市
家
庭
奉
仕
貝
派
遣
制

度
は
、
あ
な
た
の
ご
家
庭
の
よ

う
に
、
日
常
生
活
に
支
障
が
あ

る
老
人
な
ど
へ
の
世
話
を
、
家
族
が
十

こ
と
し
も
、
め
で
た
ぐ
八
十

八
歳
の
米
寿
奪
？
答
れ
る
か

た
は
次
の
主
人
。
敬
老
会
の

会
場
で
、
長
寿
を
お
祝
い
し
、

赤
ざ
ぷ
と
ん
を
お
贈
ひ
し
柔
ｙ
。

（
敬
称
略
）

（
六
地
蔵
・
木
幡
地
域
）

金
森
い
さ
、
伏
原
ｔ
尤
、

西
村
つ
う
。
川
村
清
治
郎
、

堀
内
よ
レ
ゑ
、
梅
田
キ
イ
、

桑
原
さ
と
、
永
原
ハ
ツ
、

外
田
タ
マ
、
西
村
す
ゑ
、

内
田
コ
ノ
エ
、
辻
コ
ツ
ル
、

小
幡
キ
ク
ノ

（
五
ヶ
庄
・
菟
道
地
域
）

曽
谷
キ
ク
、
植
村
庄
三
郎
、

守
山
ｔ
芋
、
田
中
栄
吉
、

根
井
モ
ト
、
田
中
季
造
、

分
で
き
な
い
場
合
に
、
家
庭
奉
仕
貝
が

し
た
。

料
が
一
時
間
当
た
り
五
百
八
十
円
、
三

万
円
未
満
の
場
合
は
二
百
九
十
円
が
い

り
ま
す
。
な
お
、
所
得
税
非
課
税
世
帯

に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お
り
無
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
福
祉
課
老
人
福

祉
係
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

米寿の人に赤ざぶとん

敬老会会場で

で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
私
が
い

つ
も
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
、
法
事

で
主
人
の
郷
里
に
帰
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

元
気
な
頃
は
隣
の
ひ
と
に
た
の
ん

で
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

｀
に
』
ａ
ｙ
｀
μ
’
″
・
4
ｔ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｊ
Ｆ
″
Ｆ
‐
μ

祭
な
ど
の
た
め
に
介
護
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
に
、
そ
の
お
年
寄
り
を
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
一
時
的
に
保
護
す

る
、
在
宅
痴
ほ
う
性
老
人
短
期
保
護
事

業
を
こ
と
し
の
六
月
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
お
年
寄
り
に
伝
染
性

疾
患
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
他
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
対
象
と
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
課
老
人
福
祉
係
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
費
用
は
生
活
保
護
世
帯

の
場
合
を
除
き
、
一
日
千
三
百
円
（
食

費
）
が
い
り
ま
す
。

車
い
す
を
貸
し
て
も
ら
え
る
か
…
。

ま
で
は
無
理
で
す
が
ブ
車
い
す
で

私
か
つ
い
て
行
け
ぱ
な
ん
と
か
な

る
と
思
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

も
高
齢
な
の
で
旅
行
も
何
回
も
行

け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車

ｍ松
フロ

笛簒

市
で
は
、
病
弱
な
ど
に
よ
り
一
一

自
力
で
歩
け
な
い
六
十
五
歳
以

上
の
老
人
の
た
め
に
、
車
い
す

を
無
料
で
貸
し
出
す
制
度
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も

該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
福
祉
課

老
人
福
祉
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

旅
行
だ
け
で
な
く
病
院
の
通
院
な
ど
の

場
合
も
貸
し
出
し
の
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

亮
三
、
深
山
ひ
ろ
、

道
夫
、
高
井
よ
志
、

朝
子
、
出
鴬
清
作
、

重
野

（
宇
治
・
折
居
台
地
域
〉

松山井宮

山本上崎

発雛

ゝゝゝ

果難ｉ算

劣彰膳

ゝゝゝ

〈
伊
勢
田
町
・
神
明
・
羽
拍
子

町
・
開
町
・
南
陵
町
地
域
〉

松
原
美
智
恵
、
貞
安
ひ
う
刄
、

後
藤
キ
ン
、
大
野
木
う
さ
、

中
塚
花
子
、
高
橋
文
之
助
、

内
川
福
松
、
川
崎
喜
作
、

長
谷
川
み
っ
ゑ
、
古
川
ミ
ト

久
保
田
て
い
、
森
田
集
Ｒ

ｙ
罹
藤
太
郎
、
調
タ
カ
ヲ
、

（
大
久
保
町
・
広
野
町
地
域
〉

水小松岡

戸畑葉

操
、
村
田

法ムノ

爾メプ

ゝゝゝ

嘉
納
フ
ク
エ
、

片
岡
シ
カ
ノ
、

西
田
タ
ネ

2（

池
田
や
ゑ
、

岡
村
重
行
、

斎
悪
天
郎
、

西
田
ミ
ス
エ
、

山
本
ま
さ
、

（
横
鳥
町
・
小
倉
町
地
域
）

谷
と
め
を
、
長
洋
一
雄
、

上
妻
つ
ぎ
、
高
野
ク
ニ
、

折
目
竹
松
、
村
田
房
次
郎
、

白
波
瀬
リ
ウ
、
川
嶋
ぬ
い
、

尾
崎
き
い

（
写
真
は
、
敬
老
会
会
場
で

米
寿
の
人
を
お
祝
い
す
る
池
本

市
長
ト
去
年
の
慾
器
の
も

ぶ
コ
。
）

な
ど
楽
し
い
催
し
も
の
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
記
念
品

を
用
意
し
た
り
、
血
圧
測
定
や
健

康
相
談
も
受
け
ま
す
の
で
、
ご
近

所
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
で
は
各
会
場
ま
で
敬

老
会
専
用
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
こ
の
巡
回
バ
ス
の
巡
行
時
刻

は
左
・
右
の
表
の
と
お
り
で
す
の

で
、
専
用
停
車
場
や
時
刻
を
ご
覧

の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
こ
の

バスの送迎もあります

敬老会にご参加

を
9月11日から6会場

で 月
一
日
か
ら
引
き
続
き
八
月
末
日

ま
で
宇
治
市
に
住
民
登
録
さ
れ
。

住
ん
で
お
ら
れ
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
こ
の
祝
金
は
、
敬
老
会
の
会
場

で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
案
内
状

に
つ
い
て
い
る
領
収
書
に
住
所
・

氏
名
を
ご
記
入
の
う
え
印
か
ん
を

押
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
印
か
ん
が
押
さ
れ
て
い
な
い

と
祝
金
を
お
渡
し
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

専用バス時刻表

城南荘集会所 11：5012：20

神明小学校前 11：5012：25

開公民分館前 11：5212：27

桃花苑 12：0012：30

南陵町（博文堂前） 12：0212：32

北山バス停 12：0512：35

安田町バス停 12：20

砂田集会所前 11：5012：22

塩谷医院前 11：5312：25

名木バス停 12：0012：30

城南荘バス停 11：5012：25

神明
（昭石ＧＳ：）ｔ側）

11：5212：27

日産車体アパート7棟前11：5412：29

専用バス時刻表

京阪宇治駅 1212001220120512：102512：30

宇治橋西詰 121202122212 1232

宇治橋西詰（都計道路）12：0712：27

県神社前 121204122412 1434

電々公社前 121206122612 1636

南京信本店前 12：0912：29

総合庁舎前バス停 12：1112：31

蔭山バス停（ヒサ食堂前）12：0012：30

ユニチカ正門前 12：0212：32

蛇塚（ウェダ酒店前）12：0012：30

西町バス停前 12：0312：33

志津川
（竹久酒店前）

12：00

白川（茶研入口） 12：30

専用バス時刻表

広野三軒家集会所 11：4012：25

大開小学校入口 11：4212：27

城南高校 11：4512：30

大信建設前 11

2

4258

32

12

2

4711：522212：27

38

国鉄新田バス停
12

2

4400

34

12

2

4911：542412：29

40

国道・大久保バス停
12

2

4602

36

12

2

5111：562612：31

42

大久保トップセンター111235111512 4520

徳岡医院前 111240112012 5025

さつきケ丘入口（シンキ商店前）11：5512：35

近畿農政局横公園前 12：0012：30

元愛泉病院前 12：0212：32

緑ヶ原バス停 12：0012：30

235

お年寄りのため
の福祉施策6問

6答

9月23日
西宇治中学校

問

問

答

答

9月25日
莵道第二小学校

10月2日
南宇治中学校
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公
民
館
を
知
ろ
う

9
月
2
6
日
か
ら
社
会
教
育
講
座

　
地
域
で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て

い
る
人
こ
れ
？
巳
て
ぷ
よ
シ
と

考
え
で
い
る
人
、
地
域
の
公
民
館

か
も
っ
と
利
用
し
て
廠
ま
せ
ん
か
。

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
サ
ー
ク
ル

　
毎
年
各
地
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
台
風
は
、
夏
の
終
わ

臼
か
ら
初
秋
に
か
け
で
や
っ
て

き
ま
す
。

　
台
風
の
被
害
を
最
少
限
に
と

芦
洒
る
に
は
、
日
ご
ろ
の
心
構

え
が
最
奈
ハ
切
で
す
。
台
風
か

ら
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に

次
の
点
に
注
意
し
家
族
で
対
策

を
立
て
で
お
膏
蛋
し
ょ
う
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に

　
　
　
　
　
　
備
え
て

▼
家
屋
、
塀
な
ど
か
補
強
し
、

溝
や
下
水
の
流
れ
か
エ
く
す
る
。

▼
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
、

ろ
ラ
そ
ぐ
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ

ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。

▼
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備

連
絡
協
議
会
と
共
催
で
社
会
教
育

講
座
を
開
き
毒
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
▼
と
こ

ろ
↓
落
市
公
民
館
▼
講
師
・
：
府

教
委
社
会
教
育
主
事
、
美
若
忠
生

公民館活動発展に向けて研修会（宇治市公民館で）②

情報を正確につかむ

洛
ん
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
（
Ｓ

⑤
2
8
0
4
）
へ
▼
保
育
…
学
習

征
れ
て
い
る
間
、
―
歳
四
宝
の
幼

児
拘
人
公
｀
育
し
柔
ｆ
。
希
望
者

は
申
し
込
み
時
に
。
お
や
つ
代
二

百
五
十
円
が
い
り
ま
す
。

文
学
講
演
会

▼
と
き
・
・
・
9
月
2
9
E
團
、
午
後

○宇治市公民館…宇治里尻71の

　9（O＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

　34の7（nR8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（n⑩4687）

え
て
安
全
な
避
難
場
所
と
避
難

経
路
か
確
認
し
て
お
く
。

▼
避
難
す
る
と
き
の
皆
竹
品
を

非
常
袋
に
入
れ
、
す
ぐ
持
ち
出

せ
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
く
。

　
台
風
が
近
づ
い
た
ら

▼
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
侃
侃
情

報
か
エ
ぐ
聞
い
て
正
し
い
情
報

を
つ
か
む
。

▼
強
い
風
で
飛
び
や
す
い
も
の

風の強さと被害程度
lOm／秒 かさかこわtLる。

15m／tl’とりつけの悪い石板やトタン板がこわれる。

20m／秒 子どもは歩けない。大人も身体を傾けやっと歩ける。

25m／秒 M根かわらが＊iび、テレビアンテナが倒れる．

30m／秒 雨戸がはずれ、しっかりしない家は倒れる。

40m／秒 小石がとび散り、列車も倒れるほどの強さ。

社会教育講座日程
月日 学習テーマ

1 9）l24日巾午後2時～4時
Si式講座を遣めるにあたって
公民館とはなにか

2 10月8日（J午後2時～4時 公尺館の運営・事裏

3 10H22a（11午筏2時～4時 公民館の施tiと機能

4 lO月29日（IJ午1≪2吽～4時
団体・サータl＼．活動と公尺館

5 11t）12Ｕ山午！毫2時－4時 これからのii尺館

1
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市

公
民
館
▼
講
師
・
：
文
学
研
究
者
、

菅
野
信
賢
さ
ん
▼
保
育
・
・
・
2
歳
以

上
、
定
員
は
1
5
人
（
先
着
順
）
で

す
。
お
や
つ
代
μ
し
で
五
十
円
。

保
育
希
望
者
は
、
雲
帑
公
民
館

　
（
豊
⑩
2
8
4
）
へ
。

　
　
人
形
劇

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
参
加
団
体
の
募
集

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
1
3
日
面
、
午
後

か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公
民
館

3
階
大
会
議
室
▼
第
1
回
準
備
4
Ｒ

・
・
・
1
0
月
1
日
出
、
午
後
1
時
か
ら

宇
治
市
公
民
館
で
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
・
・
9
月
2
8
日
伽
ま
で

に
宇
治
市
公
民
館
（
豊
⑩
2
8
0

4
）
へ
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

　
子
ど
も
ハ
イ
キ
ン
グ

　
秋
空
の
も
と
、
子
芦
も
ハ
イ
キ

ン
グ
夕
行
い
ま
す
。
お
友
だ
ち
と

一
緒
に
参
加
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
9
月
2
5
日
間
、
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
▼
と
こ
ろ
…

山
城
町
棚
倉
方
面
▼
対
象
・
：
市
内

在
住
の
児
童
・
生
徒
（
小
学
校
4

年
生
以
上
）
▼
指
導
二
落
市
野

外
活
動
サ
ー
ク
ル
必
一
員
▼
内
容
…

飯
ご
う
炊
さ
ん
、
野
外
ゲ
ー
ム

▼
持
ち
物
…
食
器
類
、
水
筒
、
新

聞
紙
、
米
Ｔ
合
）
、
か
ま
ぽ
こ
板
、

軍
キ
（
綿
）
▼
服
装
・
・
・
軽
装
、
は

支
流
だ
靴
▼
参
加
費
・
：
材
料
費

と
し
て
三
百
円
、
交
通
費
各
自
負

担
▼
定
員
：
巾
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
・
：
参
加
費
か
添
え
て
9

月
2
1
日
困
ま
で
に
、
お
4
ぐ
の
公

民
館
へ
。

　
（
字
治
、
木
幡
、
小
倉
公
民
館
）

庁
舎
玄
関
が

自
動
ド
ア
に

　
　
　
工
事
中
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
建
築
物
等
環
境
整
備
要

綱
に
蔵
つ
き
、
庁
舎
本
館
玄
関
を

自
動
ド
ア
に
改
修
す
る
た
め
の
工

事
か
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
来
庁
の

哲
兄
に
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
求
ふ
、
こ
の
工
事
の
趣
旨

か
干
分
に
ご
理
解
い
た
だ
孝
ま
し

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
示
ｙ
。

ミ ミ ミ ミ ー ・－ ミ ー ミ ミ ミ ミ ミ－ － － － － － －－ － － － － － －－ ・ ・ ・

ミ ー －

ミ ミ ミ ミ ミ

－ － ・ － － － －ミ ー － －－ － － － － － －ミ ー 一 一 － 一 一 一 一 － ミ ー

　
ト
マ
ト
の
学
名
を
翻
訳
す
る

と
「
食
用
に
な
る
狼
の
桃
」
。
奇

妙
な
命
名
だ
が
、
昔
ヨ
ー
ロ
″

パ
で
は
ト
マ
ト
の
中
に
狼
の
よ

’
刄
欲
情
を
刺
激
す
る
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
と
信
ｙ
に
Ｋ
れ
て

い
た
た
め
。
英
語
で
ラ
ブ
ー
ア

ッ
プ
ル
と
言
う
場
合

も
同
じ
よ
之
遊
味
。

　
原
産
は
、
南
米
ア

ン
デ
ス
高
原
だ
が
有

史
以
前
に
中
央
ア
メ

リ
カ
に
伝
わ
ぴ
栽
培

化
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ

は
メ
キ
シ
コ
か
征
服

し
た
ス
ペ
イ
ン
人
が

持
ち
帰
っ
た
が
、
当

時
は
果
実
特
有
の
臭

い
が
嫌
わ
れ
食
用
に

　
我
国
で
は
、
江
戸
中
期
の
「
大

和
本
草
」
に
「
唐
が
き
」
の
名

が
あ
る
が
当
時
は
観
賞
用
。
食

用
は
明
治
以
後
だ
が
、
庶
民
に

普
及
し
た
の
は
昭
和
に
な
っ
で

か
ら
。

　
栽
培
方
法
も
最
近
は
様
変
り
。

昔
な
が
ら
の
露
路
栽
培
に
加

え
て
施
設
栽
培
で
は
、
土
か
蚕

く
廓
わ
な
い
養
液
栽
培
ま
で
。

里
そ
も
モ
の
一
つ
磯
耕
栽
培

　
（
れ
き
こ
う
さ
い
ば
い
）
を
取

り
入
れ
て
い
る
農
家
を
含
め
で

　
　
　
数
軒
が
三
＋
7
程
度
栽

　
　
　
培
。
京
都
市
場
へ
二
十

　
　
　
五
丿
出
荷
。

トマト

は
さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
観
賞
用
。

初
め
て
食
し
た
の
は
勇
気
あ
る

イ
ダ
リ
ア
ペ
ア
メ
リ
カ
に
は
、

独
立
後
逆
輸
入
さ
れ
、
生
食
用

の
大
型
品
種
を
中
心
に
発
達
。

宇治観光拠点別紹介

企画展
第1回平等院

　
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
ピ
ザ

な
ど
イ
タ
リ
ア
料
理
に

欠
か
せ
な
い
の
が
ト
マ

ト
。
野
菜
サ
ラ
ダ
を
作

る
と
き
、
真
横
に
薄
ぐ

輪
切
り
に
す
る
の
も
目

先
が
変
つ
で
楽
し
い
。

盛
ひ
付
け
も
平
ら
な
皿

に
敷
き
つ
め
、
そ
の
上

に
色
ど
り
の
野
菜
忿
あ
Ｌ
ら
う

と
実
に
良
元
い
。

　
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た

『
私
の
台
即
は
、
今
回
で
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　宇治の観光地を順次拠点別に紹

介していこうという企画展の第1

回は「平等院」。この国民の財産は

宇治の誇りです。あまりにも有名

ですが、興味のつきない材料にあ

ふれています。

　　　　　　　9月20日脚～30日出

　　　　　　　宇治市観光センターで

まつ赤に熟したトマト（伊勢田町で）指轟前
236

お
知
ら
せ

　
市
奨
学
生
の
募
集

　
▼
対
象
↓
父
お
よ
び
保
護
者

が
市
内
に
引
き
誓
答
年
以
上
居

は
、
は
ず
し
で
お
く
。

▼
強
い
風
が
吹
い
て
い
る
と
き

は
、
屋
外
に
出
な
い
。

▼
山
沿
い
、
低
地
で
は
特
に
山

く
ず
れ
、
浸
水
に
注
拿
右
。

　
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

で
ぐ
る
」
…
有
名
な
こ
と
わ
ざ

奎
聡
器
具
で
肝
に
銘
じ
て
、

台
風
に
よ
る
災
害
を
最
少
限
に

し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

雨量と降り方
1時間の雨量 雨の降り方

5－10ミリ
雨の音かよく聞こえ、たちまち水たまりが
できる。

10～20ミ＞l

地面一面に水たまりができ、雨音で話し声

かよく聞こえない。長雨のときは警戒か必

要。

20－30ミリ
土砂ぷりで下水がtzちまちあふれ｀、小河ill

は、はんらんし，＊・ヶくずれの危険がある。

30ミリ以上

バケツをひっくり返したような表現がピッ
タリの激しい雨．

危険地帯では、避難体制に入らなければな
らない。

住
し
（
学
校
が
遠
い
た
め
、
本
人

の
み
下
宿
の
場
合
も
含
む
）
、
学
資

の
支
出
が
困
難
で
他
の
奨
裳
涯

ど
夕
受
け
で
い
な
い
人
▼
募
集
人

員
・
・
・
若
干
名
ｙ
貸
与
額
（
月
額
）

・
・
・
高
校
生
―
（
公
立
）
四
千
五
百

円
、
（
私
立
）
八
千
円
。
高
専
生

＝
五
千
円
。
。
大
学
生
―
（
国
公
立
）

八
千
円
、
（
私
立
）
一
万
一
千
円
。

な
お
、
奨
学
金
は
四
月
に
さ
か
の

ぽ
っ
て
貸
尹
笙
す
▼
申
し
込
み

・
・
・
福
祉
課
に
あ
る
願
書
に
、
学
校

長
の
推
薦
調
書
、
成
績
証
明
書
、

在
学
証
明
書
奮
ｙ
八
て
9
月
3
0
日

圖
ま
で
に
母
子
児
童
福
祉
係
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
地
域
整
備
計
画

　
　
　
　
策
定
協
議
会

　
　
〈
広
野
町
地
域
第
4
回
〉
▼
と

き
・
：
9
月
抑
局
一
、
午
後
7
時
半

か
ら
▼
と
こ
ろ
…
広
野
集
会
所
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
第
6
回

　
宇
治
川
観
月
茶
会

　
川
面
に
ゆ
ら
で
十
五
夜
の
月
、

秋
風
が
運
ぶ
琴
、
尺
八
の
音
Ｉ
秋

の
夜
な
ら
で
は
の
風
情
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
・
・
9
月
1
7
日
出
、
1
8
日

間
、
い
ず
れ
も
午
後
5
時
～
9
時

　
（
雨
天
順
延
）
▼
と
こ
ろ
・
・
府
立

宇
治
公
園
（
中
の
島
）
▼
茶
券
…

前
売
二
千
五
百
円
（
抹
茶
、
前
茶
、

点
心
、
観
月
舟
）
、
当
日
千
円
（
抹

茶
ま
た
は
煎
茶
、
茶
多
ぼ
）

　
お
問
い
ふ
Ｂ
せ
は
観
光
協
会
（
豊

⑩
3
～
4
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

　
第
6
回
市
民
将
棋
大
会

　
▼
と
き
・
：
9
月
2
5
旦
閲
午
前

9
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
黄
柴
山

青
少
年
文
化
研
修
道
場
▼
参
加
資

格
・
・
・
早
治
市
民
ま
た
は
市
内
に
通

勤
、
通
学
し
で
い
る
人
▼
試
合
方

法
・
・
・
小
、
中
学
生
の
部
（
低
学
年
、

高
学
年
、
中
学
生
）
お
よ
び
Ｉ
．
般

の
部
（
有
段
者
、
級
位
者
、
初
級
）

▼
参
加
費
・
・
・
小
、
中
学
生
五
百
円
、

一
般
七
百
円
（
い
ず
れ
も
昼
食
付
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
9
月
Ｈ
日
面
か
ら

2
0
日
脚
ま
で
に
将
棋
団
体
葵
昌

桜
井
実
さ
ん
（
豊
⑩
0
4
2
3
）

ま
た
は
社
会
教
育
課
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

　
青
少
年
健
全
育
成
の

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
募
集

　
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は

創
立
五
周
年
名
哭
て
、
青
萍

の
健
全
な
育
成
を
象
徴
て
る
マ
ー

ク
か
募
集
し
ま
す
。

　
▼
作
品
内
容
・
・
・
青
少
年
が
明
る

く
た
く
ま
し
ぐ
成
長
し
て
ゆ
く
姿

か
表
現
し
た
も
の
▼
5
募
資
格
・
：

宇
治
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
▼
5

募
方
法
…
官
製
は
が
き
ま
た
は
同

基
曾
さ
の
白
紙
に
、
黒
色
で
マ

ー
ク
を
か
き
、
デ
ザ
イ
ン
の
説
明
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
明

記
し
、
教
育
委
員
会
青
少
年
対
策

室
（
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治
琵
琶
4
5
）

へ
▼
締
め
切
り
・
・
・
9
月
3
0
日
廊
。

　
入
選
者
に
は
、
’
賞
状
と
記
念
品

を
さ
し
あ
げ
拿
ｙ
。

　
な
お
、
5
募
作
品
は
、
返
却
し

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

　
　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
▼
と
き
…
9
月
2
3
日
剛
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
南
小
倉

小
学
校
▼
内
容
・
：
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
。

参
加
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
：
9
月
1
9
日
側
よ
…
）
月

1
7
日
囲
の
毎
週
月
、
木
曜
日
（
1
0

月
1
0
日
脚
は
除
く
）
、
午
後
7
時
半

～
9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
岡
屋
小
学

校
、
北
小
倉
小
学
校
▼
対
象
・
：
婦

人
初
心
者
、
各
会
場
と
も
2
0
人
ま

で
▼
申
し
込
み
・
・
・
電
話
で
市
民
体

育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
高
齢
者

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
西
小
倉
小
学
校
〉
＝
9
月
1
8
日

面
、
午
前
1
0
時
～
正
午
。

〈
木
幡
小
学
校
〉
＝
9
月
2
5
日
前
、

午
前
9
時
Å

　
内
容
は
、
い
ず
れ
も
ゲ
ー
ト
ボ

Ｉ
ル
。

　
参
加
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
布
の
絵
本

　
縫
い
ぐ
る
み
講
習
会

　
布
の
絵
本
、
縫
い
ぐ
る
み
の
作

り
方
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
心
身

障
害
児
の
交
流
の
場
と
し
で
Ｈ
月

に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
「
お
も

ち
や
図
書
館
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
を
目
的
と
し
で
い
ま
す
。
楽

し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ー
症
動

に
参
加
し
て
岳
ゞ
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
9
月
2
0
日
。
2
7
日
、

1
0
月
4
日
、
1
1
日
、
い
ず
れ
も
火

曜
日
の
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ

ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
講
師
・
：
子

μ
も
の
遊
び
研
究
家
、
玉
岡
美
智

子
さ
ん
▼
費
用
…
五
百
円
（
材
料

費
）
▼
申
し
込
み
…
社
会
福
祉
協

議
会
（
ｓ
⑩
5
6
5
0
）
へ
。
先

着
3
0
人
ま
で
受
講
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
行
方
不
明
の
人
を

　
　
さ
が
す
相
談
所

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
9
月
2
0
日
脚
か
ら
2
6

日
囲
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
▼
と
こ
ろ
…
国
鉄

京
都
駅
烏
丸
西
口
、
団
体
待
合
室

　
（
西
口
夕
田
た
と
こ
ろ
の
西
側
2

階
）
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
警
察
署
）

●

ｌ

・

・

・

●

Ｉ

・

●

Ｉ

・

・

Ｉ

Ｉ

・

1

●

Ｉ

・

・
・

・

・

1
・

・

Ｉ

－

齢雀r

％

で／mnペ

＼

1

＝I

J

jt＾jj

…

…

……j

’

＼

／”＾

≒…

…言

……゛・ｋy

＜j

…………‘・…

…，。

i

　；ぶ・－：’・t’
　i

。。，。……。

i

　。・：・r’s・。‥。－・；・；丿：I・ゝ
レlyプ

J……

に……゛－｀

；

＝；；／

j

く。

V

く
ら
し
と
防
災

Ｅ▼本館1階
凪ふ

洽工事中ロ

　
工
事
期
間
は
、
五
十
八
年
九
月

十
日
午
後
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で

の
予
定
で
す
。

　
工
事
期
間
中
は
庁
舎
本
館
の
出

入
口
は
、
左
記
の
図
の
ぶ
っ
に
な

り
ま
す
。

1

．II
－

丁

私
の
台
所

宇
治
の

特
産

台風に備えて
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